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図１ M2011基本形状 図２ M2011基本形状の推力余裕マップ 
 
２．エリアルール準拠形状と実機飛行形状  
エリアルールは 1952年に R.T.Whitcomb によって実験的に発見され，「マッハ 1.0 における造波
抗力を低減するには機軸に垂直な面で機体を切った断面積の機軸方向の分布を滑らかにすべき」
という内容である[2,3]．このエリアルールは非粘性圧縮性流れの微小擾乱近似の一類型である細
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